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研究の背景及び目的

手浴は、入浴できない患者の手指を清潔に保つための看護技術の一つである
。しかし、その効果は清潔保持だけでなく、患者に快情動を導く効果も知ら
れている。しかし、その生理学的エビデンスは乏しい。そこで、手浴の効果
を生理学的に明らかにすることを目的に研究している。

期待される効果・応用分野

高齢化社会を迎え、認知症を含めて高齢者のケアは今後ますます拡充されるべき事項である。し
かし、福祉に必要な予算は限られており、労働世代が減少する今後はさらに予算の削減が必要と
なる。このような社会において、お湯だけで前頭葉を活性化し、かつ快情動を誘発する手浴など
の温熱刺激は、高齢者ケア一助となる可能性がある。今後は、その効果に関してエビデンスを蓄
積していきたい。
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